
１人１台端末の活用による実践事例 

学 校 名 岡山県立笠岡商業高等学校 

実践者等 杉本祥汰 実践日 令和３年８月 

実践場面 

（教科・科目、学校行事等） 

商業科・簿記 

（夏季休業中課題） 

対象生徒（学年等） 商業科１年 

単 元 名 

（教科・科目の場合のみ） 

「簿記についての自由研究」 

使用したアプリ等 Google ドキュメント、Classroom 

実践の概要（ねらい等） 

簿記に関して自由研究を行い、ドキュメントを活用してレポ

ートにまとめる。 

盗用の有無（独自性）を確認。 

実践の内容 

（1） 課題設定・条件 
・簿記に関して自由研究を行い、レポートにまとめる。（簿記の感想文ではない） 
・テーマは簿記に関するテーマであれば自由に設定してよい。 
・文字数は 800 字以上とし、2ページ以内におさめる。 
・研究テーマを明確にすること。 

（2） 評価基準 
 

A B C 

①文章量 800 字以上あり、2ページ以
内におさまっている。 

・600 字以上ある 
・2ページ以内 

600 字未満 

②論理的 
文章 

テーマが明確になってい
る、論理的な説明で納得で
きる 

・テーマが設定されている 
・内容が理解できる 

・支離滅裂になっている 
・感想文になっている 
・他人の文章をコピーする 

③簿記との 
関連性 

密接に関係している 関係している 関係していない 

（3） レポートの提出について 

今回のレポートでは、フォーマットを「ドキュメント」で作成し、Classroom にて配信を行った。評価
基準の一つに文字数を入れているため、データでの提出は文字カウントが容易で添削もしやすいと感じた。
また、ルーブリックを設定しておくことで評価の
入力がしやすく、個別にコメントを入力すること
もできるため、個人内評価も容易であった。今回
のレポートのねらいとしては、Classroom でのレ
ポートの提出の際に、「盗用の有無（独自性）を確
認」する機能があり、どのような形で、どの程度
確認ができるのかを確認した。この機能では、盗
用の件数や割合が表示され、参考となるサイトの
確認ができた。多くの生徒は正しい引用の仕方を
理解しておらず、ほとんどの文章において盗用し
ていることが確認され、今後の指導に生かすこと
ができる。 

参考となる HP等  

 


